
●広告申込締切日：発行日の前月10日
●広告入稿締切日：発行日の前月12日
●入稿形態：CD、DVD、メールでのデータ送付
●見本用にPDFを添付してください。

広告料金（消費税別） 広告原稿サイズ

※カラーはCMYKモードにし、リンク画像はすべて添付してください。
※入稿形態はIlustrator (ai、eps) データにし、テキストはアウトラインをとっ
てください。
※断切り版の広告原稿では、マーク、社名、コピー、資料請求券などは、仕上が
りよりさらに 5mm内側に入れてください。
※天地左右のトンボ幅は 3mmでお願いします。
※見開き広告（普通版、断切り版とも）の原稿には、製本組上げの都合により、
センター 5mmの余白を設けてください。
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企画営業部

TEL  03-5565-3500 FAX  03-3545-5715 E-Mail  ����
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〒104-0061 東京都中央区銀座5-13-3

広告掲載および雑誌購読のお申し込み、その他お問い合わせは下記にお願いします。

●取扱書店
　ジュンク堂書店 池袋本店・大宮高島屋店・吉祥寺店・藤沢店・大阪本店・三宮店
　MARUZEN&ジュンク堂書店 札幌店
　丸善 丸の内店・津田沼店・日本橋店・ラゾーナ川崎店・多摩センター店など（2024年現在）

●定期購読・年間購読料　22,560円（税込・送料込）　（毎月１日発売／1年間12冊）

「エネルギーフォーラム」
定期購読のお薦め

【電力】東京電力／関西電力／中部電力／九州電力／東北電力／中国電力／四国電
力／北海道電力／北陸電力／沖縄電力／電源開発／日本原子力発電／JERA／電
力関係会社ほか　【ガス】東京ガス／大阪ガス／東邦ガス／西部ガス／静岡ガス／北
海道ガス／他地方ガス会社／TOKAIホールディングス／岩谷産業／伊藤忠エネクス／
エア・ウォーター／ニチガス／サイサン／伊丹産業／ENEOSグローブ／アストモスエネル
ギー／ジクシスほか　【石油・開発】ENEOS／出光興産／コスモ石油／INPEX／石油
資源開発　【エンジ、建設】日鉄エンジニアリング／JFEエンジニアリング／鹿島建設／清
水建設／大成建設／大林組／竹中工務店／奥村組／東亜建設工業ほか　【重電、電
機、機器メーカーほか】東芝／三菱重工業／三菱電機／日立製作所／日本ガイシ／IHI

／ヤンマー／タツノ／トキコシステムソリューションズ／住友精密工業／三菱化工機／富
士電機／明電舎／パナソニック／リンナイ／パロマ／パーパス／東洋計器／新コスモス
電機／矢崎エナジーシステム／理研計器／高岳製作所／愛知時計電機／三機工業／
大氣社／高砂熱学工業／デルタ電子／アクセンチュア／オラクル　【商社】三井物産
／三菱商事／丸紅／エルエヌジージャパンほか　【造船海運】三菱造船／川崎重工業
／日本郵船／商船三井／川崎汽船／飯野海運／NSユナイテッド海運／その他エネル
ギー関連会社多数　【団体】電気事業連合会／電力中央研究所／日本ガス協会／コー
ジェネ財団／ヒートポンプ蓄熱センター／日本海事協会／日本熱供給事業協会　など

主要取引先　

表 4

H240×W173mm

１ページ
断ち切り版

H257×W182mm

表4

H227×W152mm

１ページ
普通版

月刊

掲載スペース
広告料金（円）

1回 6回 12回

表4 1,500,000 750,000 600,000

表 2 1,000,000 500,000 400,000

表 3 900,000 450,000 360,000

オフセット４色1P前付 600,000 300,000 240,000

オフセット４色1P中付 500,000 250,000 200,000

オフセット1色1P前付 360,000 180,000 144,000

オフセット1色1P中付 300,000 150,000 120,000

媒 体 資 料

※2024年4月から適用



月刊「エネルギーフォーラム」は、エネルギー・環境事業に携わる
企業のトップから現場担当者・政界・官界・学会・消費者に
至るまで幅広い読者層を誇る
わが国唯一のエネルギー・環境総合誌です。

本誌の特色と編集方針

読者構成

本誌の特色と編集方針

「エネルギーフォーラム」は、エネルギー・環境分野の政
策・ビジネス・技術開発等を巡る諸問題について国民
経済的な視点で徹底追求し、“真に価値ある情報”を
簡潔に読みやすく提供します。

1

「エネルギーフォーラム」は、革新するエネルギー・環境
産業の“オピニオンリーダー”として、国家・国民の利益
向上に資する観点から、政治・行政・産業界への政策
提言に力を入れています。

2

株式会社 エネルギーフォーラム 会社概要

創　業／1955年（昭和30年）1月
社　名／株式会社エネルギーフォーラム
代　表／取締役社長　志賀正利
所在地／東京都中央区銀座5-13-3
電　話／03-5565-3500
F A X／03-3545-5715

原子力産業
火力発電・燃料調達・LNG産業
再生可能エネルギー
電力ネットワーク
新電力ビジネス
都市ガスインフラ
石油・LPガス産業
家庭用エネルギー
エネルギーデジタル
防災・保安・レジリエンス
蓄エネルギー
スマートエネルギー
水素
各分野のエネルギー利用

沿革とその特色
〈1955 年（昭和 30 年）1月〉創業者・酒井節雄が、電気事業の健
全な発展を通じて国民の福祉向上に貢献することを目的に、株式
会社電力新報社を創立、月刊「電力新報」を創刊。
〈1956 年（昭和 31年）5月〉電力政策研究会を発足させ、「日本に
おける長期電力政策の方向」など数多くの政策提言を行う。
〈1959 年（昭和 34 年）6月〉同会より旬刊「EPレポート」を創刊。
〈1980 年（昭和 55 年）〉創業 25周年を期して、月刊「電力新報」を
月刊「エネルギーフォーラム」に改題。わが国のエネルギー問題に
関する唯一最高の権威ある総合誌として展開。また同年、エネル
ギー論壇の向上を目指して、「エネルギーフォーラム賞」を設立し、
わが国で最も栄誉あるエネルギー関係の賞として定着。

■エネルギー問題は、わが国内外の政治、経済、外交に直接関わ
るものであることから、本誌の誌面構成も政治、経済、外交面から
エネルギー問題をとらえ、かつ本誌の内容充実を図るため、わが国
を代表する五大新聞（日経、朝日、読売、産経、毎日）各社の論説委
員に全面的な協力を得ることとした。
■他方、エネルギー関係の幅広い各種出版活動を始め、エネルギー教
育の充実を目指した教材開発など、エネルギーの総合出版社として展
開。

〈2001年（平成 13 年）4月〉社名を「株式会社エネルギーフォーラ
ム」に変更。エネルギー・環境・経済問題を政策的に探求し、業
界のさらなる発展を目指す。
〈2010 年（平成 22 年）〉電力・ガス・石油・メーカー・商社・金融・
コンサルなど幅広い業種のエネルギー関係者を対象にした初の海
外事情視察（アメリカ）を実施。その後、オーストラリア、シンガポー
ル、ロシア、ニュージーランド、イギリス、ドイツ、スペイン、スウェー
デン、ノルウェー、オランダ、デンマーク、オーストリアの視察を行
う。また同様に幅広い関係者を対象にした初のエネルギー関連セ
ミナーを開催。
〈2012 年（平成 24 年）〉エネルギー・環境分野の企業・団体・官
公庁・自治体などが発表したプレーリリース情報等を、メールマ
ガジン形式で日々配信するサービス「Energy News Network」を
開始。
〈2015 年（平成 27年）〉「エネルギーフォーラム小説賞」を創設。

主な営業品目
●月刊「エネルギーフォーラム」
●旬刊「EPレポート」
●セミナー開催・海外視察
●メールニュース「Energy News Network」

●一般書籍の出版
●オンライン会員
●インターネット番組

※毎号、大手電力・ガス・石油各社のトップインタビュー掲載。

1955年（昭和30年）1月
月刊（毎前月末日発行）
B5判（天地257mm×左右182mm）
オフセット印刷／平綴／右開き
42,000部（2024年4月現在）
1,880円（本体1,709円＋税）
年間22,560円（税込・送料込）

■創刊
■発行形態
■判型
■印刷・製本
■発行部数
■定価
■購読料

24％
23％
18％
13％
12％
6％
4％

旧一般電気事業者・新電力

都市ガス・LPガス・石油・再生可能エネルギー

鉄鋼・機械・電機・自動車・建設・化学・流通・商社・ゼネコン

銀行・証券・損保・生保

政治家・関係官庁・自治体・在日大使館

研究調査機関・大学・コンサル

その他（消費者団体等）

���

���

���

���

���

��
��

旧一般電気事業者
新電力

都市ガス・LPガス
石油
再エネ

鉄鋼・機械・電機
自動車・建設・化学
流通・商社
ゼネコン

読者構成

主な年度特集企画
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